
暴言・暴力・迷惑行為について

暴言・暴力・迷惑行為への対応について

1．大声や奇声、暴言または脅迫的な言動により、他の病院利用者や病院職員に迷
惑や恐怖感をあたえること（個人の尊厳や人格を傷つけるような行為も含む）

令和５年３月２２日
群馬パース病院長

当院では病院理念のもと一人ひとりの患者さんに良質な医療の提供を目指し、職員一同、患者さんの
「安心」「満足」が得られるよう日々取り組んでいます。この取り組みには、患者さん、ご家族と医療従
事者のパートナーシップが重要となるため、患者さん、ご家族の声に耳を傾けながら改善すべき点は速や
かに改善すべく努力しています。

一方、近年では病院職員に対する暴言や暴力、迷惑行為が各地で問題となっており、当院では病院利用
者や患者さん職員を守り、安全な院内環境を維持するため、積極的な予防活動を行うと共に、万一被害が
生じても影響を最小限に抑える取り組みを行っています。

院内において以下のような暴言・暴力・迷惑行為があった場合は、退院や退去を命ずる、また、状況に
よっては警察に通報する場合がありますので、あらかじめご了承いただくと共に、ご理解とご協力をお願
いいたします。

９．その他、迷惑と判断できる行為および診療に支障をきたす行為

２．病院利用者や病院職員に対して殴りかかるなどの暴力行為、もしくはその恐れ
がある場合

３．解決しがたい要求を繰り返し行い、病院職員の業務を妨害すること
診療に支障をきたす行為

４．病院職員への故意的な接触、卑猥な発言、公然わいせつ、ストーカー行為

５．正当な理由なく病院に立入り長時間とどまること

６．医療従事者の指示に従わない行為（飲酒・喫煙・無断外出、外泊・刃物を持つ
など）診療に支障をきたす行為

７．謝罪や土下座、謝罪文書を要求すること

８．院内の医療機器・医療材料等の無断使用、持ち出し、または器物破損行為

※認知症による問題行動、せん妄からの暴言や暴力に関しては当院の認知症ケアチームが適切
に対応いたします。

【上記内容は暴力被害から医療従事者を守る法律を元に作成しております】
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